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一般会計補正予算（第４号）について

１



１．概要

２

令和４年度杉並区一般会計補正予算（第４号）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活
用事業等について新たな事情や緊急性等の観点から必要
な経費を計上。

補正事業 70事業

補正予算額 170億5,848万円



２．一般会計予算規模

３

令和４年度杉並区一般会計補正予算（第４号）

予算額

特定財源

一般財源

国・都支出金 その他

補正前の額 208,374,188 60,121,449 14,813,003 133,439,736

補 正 額 17,058,480 5,711,453 26,645 11,320,382

補正後の額 225,432,668 65,832,902 14,839,648 144,760,118

（単位：千円）



オミクロン株に対応したワクチン接種体制を確保する
ため最大９会場において集団接種を行うとともに、区
内医療機関での個別接種を進めます。

新型コロナウイルス予防接種担当

４

１．オミクロン株対応ワクチン接種

37億2,587万6千円
（特財：国庫支出金37億2,587万6千円）

・１・２回目接種を完了した区民（約45万人）を対象
・ワクチンは、２価ワクチン（オミクロン株ＢＡ.１型と従来株）
・接種体制の確保に必要な費用は、全額国が負担する方針
・10月中旬の開始を想定（国の方針により変更する場合あり）



集団接種会場

５

１．オミクロン株対応ワクチン接種

令和４年 令和５年

９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１ 阿佐谷ワクチン接種特設会場１階

２ 阿佐谷ワクチン接種特設会場３階

３ タウンセブンホール

４ 下高井戸おおぞら公園

５ 永福特設会場（旧永福図書館）

６ 高井戸地域区民センター

７ 桃井原っぱ公園

８ タウンセブンフォーラムＵ

９ 旧佼成看護専門学校



国の住民税非課税世帯等に対する臨時特別
給付金の対象外となった生活困窮世帯（住
民税均等割のみ課税世帯）に対し、区独自
の臨時給付金を支給します。

4億1,135万5千円
（特財：都支出金4億1,135万5千円）

臨時特別給付金担当

６

２．杉並区生活応援給付金



７

支給対象世帯 令和４年度住民税均等割のみ課税世帯

支給額 １世帯当たり５万円

対象世帯数 約7,000世帯

支給方法
該当世帯に11月下旬に申請書送付、
12月申請受付開始予定、順次指定口座に振り込む

２．杉並区生活応援給付金



1億2,617万3千円

産業振興センター

８

（特財：都支出金1億2,617万3千円）

コロナ禍における原油価格・物価高騰等の影響を受けた
中小事業者に対し、更なる資金調達の充実と負担軽減を
図るため、中小企業資金融資あっせん条例に基づく、現
行の経営安定運転特例資金及び経営安定運転特例小口資
金制度の融資限度額を引き上げる（700万円→2,000万
円）特例措置等を講じて、支援を拡充します。

３．中小企業への融資制度の拡充



支援策の概要

９

対象条件
最近３カ月間の売上高、又は最近１カ月の売上高と
今後２カ月間の売上見込が前年同期と比較して５％
以上減少している方

資金使途及び償還期間 運転資金７年・設備資金９年

限度額 2,000万円

据置期間 １年以内

申込期間 令和４年10月１日～令和５年３月31日

（１）特例措置

（２）信用保証料の補助
特例措置を受ける者に対し、信用保証料を全額補助。

３．中小企業への融資制度の拡充



8億7,405万2千円

産業振興センター

10

４．プレミアム付商品券等事業

（特財：都支出金６億4,515万6千円）

区内店舗及び区民生活を支援するため、
キャッシュレス決済によるポイント還元
事業及びプレミアム付商品券事業を実施
します。



キャッシュレス決済によるポイント還元
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利用方法 キャッシュレス決済を利用した場合にポイントを還元

ポイント還元率 決済額の30％

ポイント付与上限
2,000ポイント／回
7,000ポイント／期間（１ポイント＝1円）

ポイント還元規模 6億1千万円（上限見込）

利用可能店舗 区内取扱店舗 約6,000店（予定）

利用期間 令和４年12月中の３週間程度

４．プレミアム付商品券等事業

6億4,515万6千円
都補助：４億6,100万円
交付金：１億8,415万6千円



プレミアム付商品券（紙商品券）
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販売方法 事前申込により販売

プレミアム率 30％

販売価格 １セット5,000円（6,500円分）

購入限度額 １人８セット40,000円（52,000円分）
（申込多数の場合は、区民優先で販売セット数を調整）

発行規模 ８万セット4億円（5億２千万円分）

利用可能店舗 区内取扱希望店舗 約2,000店（予定）

利用期間 令和５年２月下旬～５月下旬

４．プレミアム付商品券等事業

２億2,889万6千円



6,266万2千円

学務課
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食材値上げ・原油高騰による保護者の負担を軽減するため、区立学校の給食費の
令和４年４月からの増額分を助成するとともに、食材高騰分を学校に支給します。

■給食費の補助

■給食室改修工事期間の昼食補助
給食室の改修工事に伴い、学校給食を提供できない期間は各家庭で弁当を準備す
る必要があります。保護者の負担を軽減するため、期間中、牛乳代相当の金額を
助成します。
対象校・・・西田小、杉並和泉学園

6,006万3千円

259万9千円

５．学校給食費の助成

（特財：都支出金6,266万2千円）



区立小・中・養護学校に生理用品を配置します。生理用品は女子トイレ
等に配置し、児童・生徒が申し出なく気軽に利用できるよう配慮します。

128万7千円

学務課

14

配布数 １校あたり月間84～140個程度

配布時期 令和４年10月から

６．区立学校における生理用品の配置

（特財：都支出金128万7千円）



新型コロナウイルス感染症対策を講じて実施する文化・芸術活動事業に対し、
経費の一部を助成する杉並区文化芸術活動助成金について、追加で募集します。

文化・交流課

15

７．文化・芸術活動助成金

対象者
平成31年４月～令和４年３月に、区内で主体的に広く一般公衆
に鑑賞させることを目的とした事業を２回以上実施した実績を
有する区民または団体

助成金額 １事業当たり 上限40万円（補助率２/３）

承認予定件数 25件程度

1,000万円
（特財：都支出金1,000万円）
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８．新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金対象事業（その他）

事業名 主な内容 予算規模

公衆浴場の確保対策
コロナ禍における原油価格・物価高騰対応として、
公衆浴場の燃料費等の助成に要する経費を計上

1,080万円
（特財：都1,080万円）

地域集会施設等維持管理

・地域区民センター（７カ所）にWi-Fi機器の設置等に
要する経費を計上

・地域区民センター・区民集会所・区民会館・コミュニ
ティふらっと等の光熱水費の不足に要する経費を計上

1,817万6千円
（特財：都310万2千円）

外出困難者の支援
移動困難者の移送サービスを担っている事業者に対し、
燃料費高騰による負担相当分を支援する経費を計上

192万4千円
（特財：都192万4千円）

生活困窮者等自立促進支
援事業

・就労自立を目指す生活困窮者に対して、雇用が決まっ
た後の被服・交通費等の臨時的支出に対応するための
準備金を支給する経費を計上

・住居確保給付金について、国通知に基づき、給付金再
支給分の申請期間延長に伴う経費を計上

1,334万7千円
（特財：国庫241万6千
円、都1,000万円）
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８．新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金対象事業（その他）

事業名 主な内容 予算規模

介護保険事業者支援 区内の介護サービス事業所及び障害者事業所が安定的に
事業運営できるよう、食材費高騰による負担分を支援す
る経費を計上

1億1,755万5千円
（特財：都1億1,755万5千円）

障害者の入所・通所施設
の運営助成

1,908万1千円
（特財：都1,908万1千円）

障害者手当等支給
心身障害者の日常生活に必要不可欠な自動車の燃料費について、
燃料費高騰を受けて既助成額に上乗せして助成する経費を計上

671万5千円
（特財：都671万5千円）

狭あい道路拡幅整備
紙で保管・参照していた私道整備助成箇所図・二項
訂正起案ファイルの電子化に要する委託経費を計上

1,164万9千円
（特財：都1,164万9千円）

橋梁の長寿命化と補強・
改良

紙で保管していた橋梁等の竣工図・修繕工事等設
計図等の電子化に要する委託経費を計上

430万1千円
（特財：都430万1千円）
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事業名 主な内容 予算規模

施設整備基金積立金
将来の区立施設の改築・改修需要の備えとして、
決算剰余金の一部を積み立て

50億100万円
（特財：財産収入100万円）

財政調整基金積立金
決算剰余金について、各歳出事業に充てた残余を
積み立て

25億3,375万6千円
（特財：財産収入507千円）

財産の取得・維持管理
富士学園及び弓ヶ浜クラブの見直し方針を決定す
るため、不動産鑑定を実施する経費を計上

31万4千円

保養のための宿泊機会の
提供

271万円

保健福祉部等国庫支出金返納金
令和３年度以前に受け入れた国庫支出金及び都支
出金の返納金

21億6,800万円

保健福祉部等都支出金返納金 ４億7,200万円

新型コロナウイルス感染症生
活困窮者自立支援金支給事業

生活困窮者世帯に対する自立支援金の支給について、
国通知に基づき、申請期間延長に伴う経費を計上

2,552万円
（特財：国庫2,552万円）

９．その他の事業の概要
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事業名 主な内容 予算規模

日常生活支援サービス
（高齢者） 介護等を行う家族等が新型コロナウイルス感染症

に感染した場合の、生活支援に要する追加経費を
計上

175万8千円
（特財：都175万8千円）

障害者の地域生活支援
体制の充実

871万6千円

業務継続のための福祉施設等従
事者へのPCR検査（高齢者） 福祉施設における業務継続のためのPCR検査につ

いて、上半期の実績を踏まえ、下半期分の検査に
要する追加経費を計上

264万5千円
（特財：都343万2千円）

業務継続のための福祉施設等従
事者へのPCR検査（障害者）

307万1千円
（特財：都429万円）

障害者自立支援サービ
ス

国における障害福祉データの統合等に伴い、区の保有
する障害福祉システムの改修に要する経費を計上

372万1千円
（特財：国庫186万円）

障害者の日常生活支援
在宅の重症心身障害児ケアの訪問看護ステーション委託
料について、訪問看護の実績増により追加経費を計上

422万1千円
（特財：都211万円）

９．その他の事業の概要
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事業名 主な内容 予算規模

大規模災害見舞金・弔慰
金の支給及び資金貸付

令和４年３月の福島県沖を震源とする地震を起因とし
た区内在住者の死亡があったことにより、弔慰金の支
給に要する経費を計上

249万9千円
（特財：都187万4千円）

児童虐待対策

児童福祉施設等における新型コロナウイルス感染
症対策に係る物品購入等への補助等に要する経費
を計上

250万円
（特財：国庫250万円）

児童福祉施設等における新型コ
ロナウイルス感染拡大防止対策

1億3,884万3千円
（特財：国庫6,073万4千
円、都954万4千円）

母子に関する相談・講
座等

200万円
（特財：国庫200万円）

次世代育成基金の運営 財政調整基金令和３年度運用益の５％相当額を積み立て 97万8千円

高校生等医療費助成事
業準備事業

高校生等の医療費助成（令和５年４月実施）について、
システム改修・郵送料等に要する経費を計上

1,873万3千円
（特財：都1,873万3千円）

９．その他の事業の概要
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事業名 主な内容 予算規模

学童クラブの整備
令和５年４月から学童クラブの受入枠を拡大するた
め、児童館（４カ所）を改修し対応するための工事
請負費等に要する経費を計上

2,294万4千円

予防接種
高齢者等のインフルエンザ予防接種自己負担無償化に要
する経費を計上

2億9,412万5千円
（特財：都2億761万9千円、
諸収入2,254万3千円）

高齢者保健福祉施策の推
進

特別養護老人ホーム「エクレシア南伊豆」入居者のイン
フルエンザ予防接種自己負担無償化に要する経費を計上

7万6千円
（特財：都5万2千円）

感染症予防・発生時対策
新型コロナウイルス感染症感染者の入院及び移送
の追加経費に要する経費を計上

2億8,880万5千円
（特財：国庫1億9,937

万5千円）

自転車駐車場等整備
久我山西自転車駐車場に隣接する用地の取得に要
する経費を計上

5,600万円

９．その他の事業の概要
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事業名 主な内容 予算規模

杉並産エネルギーの創出
と省エネルギーの推進

「旧南伊豆健康学園跡地」「旧富津学園跡地」を活用し
た太陽光発電事業の実施を検討するにあたり、発電量シ
ミュレーション等の調査に要する経費を計上

1,253万3千円

ごみ・し尿の収集・運搬
粗大ごみの回収申込件数増に伴う収集運搬作業委
託に要する経費を計上

563万3千円

インフレスライドによる
補正を行う事業

セシオン杉並（４施設）の改修工事において、イ
ンフレスライド条項による契約金額の増額に伴う
経費を計上

5,423万円

久我山東保育園の移転整備において、インフレス
ライド条項による契約金額の増額に伴う経費を計
上

661万1千円

区立施設等における光熱水

費の不足に対応する補正

区役所本庁舎の維持管理等、26事業に要する経費
を計上

5億2,478万4千円
（特財：諸収入259万5

千円）

９．その他の事業の概要



令和４年９月５日

条例議案について
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現杉並区長の退職手当を減額するために、
「杉並区長の退職手当の特例に関する条例」を第３回定例会に提案します。

職員厚生担当

24

10．杉並区長の退職手当の引き下げ

条例の概要
区長の退職手当から、
その100分の25に相当する額を減額します。

退職手当額
1,502万5千500円（減額前2,003万4千円）
＊現行の給料月額を基に計算

計算式
給料月額111万3千円×支給率3.375（支給率4.50を
25%減額）×４年



令和４年９月５日

その他の取り組みについて
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区長と区民が行政課題をテーマに直接意見交換を行う
「聴っくオフ・ミーティング」を開催しました。

区政相談課

26

11．区政を話し合う会の実施

テーマ 杉並らしい子どもの居場所づくり

開催日 ９月３日（土）

参加者 20名※18歳以上の区民


